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夏
、
岩
屑
の
す
き
間
か
ら
冷
風
が
あ
ふ
れ
出
る
と
こ
ろ
が
風
穴

（
冷
風
穴
）
と
呼
ば
れ
る
。

　

日
本
の
風
穴
の
ほ
と
ん
ど
は
、
た
く
さ
ん
の
石
や
岩
（
礫れ

き

）
が

堆
積
し
た
岩
塊
斜
面
な
ど
の
環
境
下
に
あ
る
。
地
下
に
は
広
い
隙

間
や
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
、
こ
こ
に
冬
の
寒
さ
を
夏
ま
で
効
率
良
く

保
存
す
る
シ
ス
テ
ム
が
備
わ
っ
て
い
る
。
寒
さ
を
蓄
積
す
る
保
冷

剤
は
、
冬
場
に
冷
却
さ
れ
た
岩
石
。
岩
石
が
冷
た
さ
を
維
持
し
、

さ
ら
に
は
、
春
か
ら
夏
に
地
下
の
隙
間
に
残
る
氷
が
冷
た
さ
を

保
つ
。

天
然
の
冷
却
シ
ス
テ
ム

全
国
で
も
貴
重
な
「
氷
風
穴
」

　

小
諸
で
唯
一
、
現
在
も
活
用
さ
れ
て
い
る
風
穴
「
氷
風
穴
」
は
、

全
国
で
も
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

江
戸
・
元
禄
年
間
に
は
、
氷
風
穴
で
凍
氷
を
貯
蔵
し
て
、
時
の

藩
主
に
献
納
し
て
い
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

　

明
治
・
大
正
時
代
に
長
野
県
は
「
蚕
糸
王
国
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
。
全
国
に
あ
る
風
穴
の
約
半
数
近
く
が
長
野
県
内
に
あ
っ
た
た

め
、「
養
蚕
」
に
強
か
っ
た
。
養
蚕
の
時
期
は
、
春
蚕
の
1
回
飼

育
が
普
通
だ
っ
た
が
、
風
穴
の
低
温
を
利
用
し
た
蚕
種
の
冷
蔵
保

存
に
よ
り
年
に
5
〜
6
回
の
養
蚕
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

理
由
に
挙
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
小
諸
は
蚕
種
貯
蔵
量
で
日
本
一
だ
っ
た
。

　

氷
風
穴
の
ほ
か
に
、
当
時
現
存
し
て
い
た
氷
風
穴
よ
り
も
大
き

い
「
小
諸
風
穴
」
は
、
蚕
種
取
扱
量
で
は
全
国
で
一
番
多
く
、
氷

風
穴
は
4
番
目
に
多
か
っ
た
。

　

現
在
、
小
諸
風
穴
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
全
国
で
も
活
用
中
の
風

穴
は
20
ほ
ど
し
か
な
い
た
め
、
氷
風
穴
は
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

※
全
国
各
地
の
風
穴
の
蚕
種
紙
貯
蔵
取
扱
量
（
貯
蔵
高
3
年
累
計
）

小
諸
風
穴
76
万
枚
、
冨
士
風
穴
44
万
枚
、
風
穴
本
元
44
万
枚
、
氷

風
穴
42
万

自
然
が
あ
る
か
ら

先
人
の
知
恵
が
あ
る
か
ら

守
る
人
が
い
る
か
ら
、
今
輝
く

明
治
40
年
〜
42
年
頃
、
現
在
の
小
諸
市
の
大
久
保
区
と
氷

区
に
は
合
計
14
の
風
穴
が
存
在
し
、
主
に
養
蚕
業
で
使
用

さ
れ
た
。
現
在
は
、
明
治
7
年
3
月
に
造
ら
れ
た
氷
風
穴

1
基
の
み
と
な
っ
た
が
、
現
在
、
そ
の
価
値
や
貯
蔵
環
境

の
良
さ
か
ら
再
び
注
目
を
集
め
て
い
る
。

風
穴ふ う け つ

※風穴の実績を量る単位は「枚」である。
　蚕の卵（種）が産み付けられた「蚕種紙」を貯蔵収容するため。

特集
・
天
然
の
冷
蔵
庫


